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プログラム読解の必要性

• システムの複雑化
• システムの大規模化

問題判別のため，仕様変更，

機能拡張などのためにソース

コードを読む必要性は

増してきている



リファクタリング

プログラムは一度書いて，テストして動いてし
まえばそれで終わりというのではなく，繰り返
し何度も手が加えられるものである

ソースコードは，いつでも手を加えることがで
きるように，コンパクトにまとめられていなけ
ればならないし，いつでも読みやすいかたち

に整えられていなければならない



ソース解析ツール

ソースコードを読み解くための解析ツール

→最新のJavaでは充実
→過去のプログラミング言語では？？？

複数言語によるシステム開発

オンライン系：Java
バッチ系：C

メインフレームI/F：PL/I
データ移行：PL/SQL



ソースコード解析ツール

独自開発のCプログラム解析ツール
ソースコードのLOCやNCSS，関数のサイズなど
を計算し，関数呼び出しツリーを出力するため

の簡単な機能のみをもつツール

開発プロジェクトに合わせて機能拡張

複数言語（C,Java,PL/I,PL/SQL)対応



解析ツールの出力
• ソースコードの計測情報

C

Java

PL/I

PL/SQL



• ヒストグラム

• クロスリファレンス



実行制御語からテストケース生成へ

複数言語での統一的

な単体テスト項目



コードインスペクション
設計に慣れていないと・・・

→処理手順をそのまま書き下ろす．コピー･ペースト

→関数やメソッドなどが一般的に長くなりがち

部品としての関数やクラス，メソッドを設計し
てそれを組合せるようにしてプログラムを構

築するようアドバイス

この目的のために解析ツールを活用



関数分割によるテスト工数の削減

改善前 改善後



複数言語での思想の共有

• Javaの習慣：
クラス単位、メソッド単位にコンパクトにまとめる

• 過去のプログラミングでは・・・？
同じ考え方を共有するための標準が必要

解析ツールによる統一的な計測情報の出力

比較検討を可能にする



テストの統一的管理

• 予想に基づくテスト管理

重点管理対象を見出す



ソースコードの改善へ向けて

• その第一歩
プログラマに自分が書いたプログラムの姿を見せる

保守性、再利用性、可読性から見た姿を評価する

→ソースコードの計測情報からこれらの点を評価する

• その第二歩
よいプログラムの条件は言語に依存しない

プログラミングにとって本質的な部分を評価する

→複数言語のあいだで本質的な部分を比較評価する
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